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＜関係法令＞ 

・ 「建築物の基礎の構造方法及び構造計算の基準を定める件」 

（建設省告示第 1347号（平成 12年 5月 23日）） 

・ 「地盤の許容応力度及び基礎ぐいの許容支持力を求めるための地盤調査の方法並びにその結 

果に基づき地盤の許容応力度及び基礎ぐいの許容支持力を定める方法等を定める件」 

（国土交通省告示第 1113号（平成 13年 7月 2日）） 

・ 「煙突、鉄筋コンクリート造の柱等、広告塔又は高架水槽等及び擁壁並びに乗用エレベーター 

又はエスカレーターの構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」 

（建設省告示第 1449号（平成 12年 5月 31日）） 
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20090701 改定版 

現地調査チェックシート     ※戸建木造住宅２階建て以下に使用することができます。 
 

現地調査実施日     年  月  日 チェックシート作成日     年  月  日 

住 宅 取 得 者 

（ 予 定 ） 
 申 込 受 付 番 号         

届 出 事 業 者 名  

事 業 者 届 出 番 号         

担 当 者  

現 場 所 在 地  

      項  目 Ａ Ｂ 

周辺の概況  市街地･畑地･山･丘陵地  水田・沼地跡・谷地   

 

 

周辺状況 

 
(建設地を中心に半径
50m程度以内の目視
調査を行う) 

 

周 辺 道 路 異常なし  
舗装に亀裂、陥没、波

打  
 

近 隣 建 物 異常なし  
基礎・外壁に亀裂、 
不同沈下等  

近 隣 工 作 物 異常なし  
擁壁・ブロック塀等に 
亀裂、段差、はらみ出し  

川・池・水路等 

（小規模な排水溝を除く） 
調査範囲なし  調査範囲にあり  

建設地の既存建物 異常なし  不同沈下  

敷
地
状
況 

 

山・丘陵地 
傾 斜 地 の 
造 成 地 

 
 

□該当なし 

一団の造成戸数 新規造成 5 戸未満  新規造成 5戸以上  

切 土 ・ 盛 土 切土部  切盛部・盛土部・不明  

造 成 年 数 造成後 10 年以上  造成後 10 年未満・不明  

擁

壁 

擁 壁 高 さ 擁壁高さ 1m 未満  擁壁高さ 1m 以上  

建物との離れ 擁壁高さの 1.5 倍以上  擁壁高さの 1.5 倍未満  

 

平 坦 地 

の 整 地 
 
 

□該当なし 

整 地 年 数 ５年以上  ５年未満・不明  

客 土 の 厚 さ 客土５０㎝未満  客土５０㎝以上  

軟 弱 さ 
右記 B 項目以外の場合 

(表層部は概ね良好な地盤) 
 

鉄筋が容易に差し込める 

スコップで容易に掘れる 

車等による振動を体感する 

 

ビル・工場等の大規模な 

既存建物の解体 
なし  あり・不明  

判 定 一項目でも B が選択された場合、地盤調査を行う 
 

※木造 2 階建て以下に使用することができます。 
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まもりすまい保険 設計施工基準・同解説（2019 年版） 
 

住宅瑕疵担保責任保険法人 

住宅保証機構株式会社 

 

2019 年 11 月 第 1 版発行 

2022 年  7 月 第 2 版発行 

 

 

 
※ 本書の一部または全部を著作権法の定める範囲を超え、無断で複写、複製、転載、

またはファイルに落とすことを禁じます。 

 




